
資料2.　委託仕様書例
	管体腐食度調査業務

（一般事項）
（１）受託者は、業務計画書に調査箇所、調査順序等を定め、事前に監督職員に報告した上で調査に着手する。
（２）調査に当たっては、水道施設に損傷を与えないよう、必要な保護措置を講じる等、十分留意する。
（３）受託者は、調査業務に当たり、騒音規制法、振動規制法及び公害防止条例等の公害防止関係法令の定める規制基準を遵守するために必要な措置を講じる。
（４）調査業務に当たり、道路その他の工作物を汚損させない。汚損させた場合は、業務終了の都度、洗浄・清掃する。
（５）調査業務終了後は、速やかに使用機器や仮設物等を搬出し調査箇所の清掃を実施する。
（６）受託者は、業務において異常を発見し、それが水道施設及び交通、付近住民に危害を及ぼす可能性があるなど、緊急な対応が必要と考えられる場合は、直ちに監督職員に連絡し、その指示を受ける。
（７）受託者が、監督職員の指示に反して調査業務を続行しようとした場合及び監督職員が事故防止上危険と判断した場合は、業務の一時中止を命ずることがある。
（業務内容）
（１）業務計画書
受託者は、調査業務にあたり事前に次の事項を記載した業務計画書を提出する。
①調査概要
②現場組織（職務分担、緊急連絡体制等）
③調査業務計画（調査方法、実施工程、使用機器等）
④安全計画（保安対策、道路交通の処理方法、酸欠対策等）
（２）調査機材
受託者は、調査業務に使用する機材を常に点検し十分な整備をしておく。
（３）調査作業時間
調査作業実施時間については、道路使用許可条件等を厳守する。
（４）管体腐食度調査

1 埋設状況の調査は、土被り、埋戻し状況、土質、土色について調査し写真撮影を行う。また、地下水が認められた場合は、水位を測定する。

2 写真撮影においては、後日、土色が判定できるように留意する。

3 鋼管については、鉄道からの離隔や近接物の有無について調査する。

4 土壌については、管上、管横及び管下等複数の箇所から採取する。採取した土壌及び作成した土壌抽出水について表１の項目を測定する。地下水が認められた場合には、地下水も測定する。

5 管外面の付着物をワイヤーブラシやテストハンマー等で除去し目視により腐食状況を調査する。腐食深さはデプスゲージ(孔食計)で測定する。

6 ボルト・ナット調査は、T頭ボルト・ナットの腐食状況を確認し、管頂部、管側右部、管底部及び管側左部の4組を老朽度評価用サンプルとして採取する。

7 採取したT頭ボルトとナットは、付着物を除去し老朽度ランクを評価する。

表１　土壌及び地下水の測定項目

　土壌試料

測定項目

土壌

土質、土色、比抵抗、Redox電位、pH値、水分（含水比）、硫化物の有無、硫黄含有率

土壌抽出水

比抵抗、pH値、硫酸イオン含有量、塩素イオン含有量、蒸発残留物
地下水

比抵抗、pH値、硫酸イオン含有量、塩素イオン含有量、蒸発残留物
（成果品）
（１）受託者は、調査結果について報告書を作成し提出する。
（２）提出する成果は次のとおりとする。
①業務報告書（記録表を含む）
②写真帳
③その他監督職員の指示するもの

（３）成果品は電子媒体で提出すること。
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